
表4．わが国のICUで使われている主な鎮痛薬
分類 系列 化合物 投与経路 商品名

経口
アセトアミノフェン，カロナール，ナパ，ピレ
チノール，コカール　など

経直腸
アセトアミノフェン，アルピニー，アンヒバ，
カロナール，パラセタ，アフロギス坐薬など

静注 アセリオ静注用1000mg
経口 アスピリン
経直腸 サリチゾン坐薬

アスピリン・ダイアルミネート 経口 バファリン配合錠
エテンザミド 経口 エテンザミド

経口 スルピリン
静注 スペロン，メチロン

スルピリン 静注 スルピリン，メチロン，ポスピリン　など
経口（カプセル） インドメタシン
経口（徐放） インテバン
経直腸 インドメタシン，インメシン，ミカメタン坐薬
経口 ボルタレン　など
経直腸 ボルタレン，アナバン，ベギータ　など
経口 ブルフェン，イブプロフェン，ランデールン
経直腸 ユニプロン坐薬

セレコキシブ 経口 セレコックス
ロキソプロフェンナトリウム水和物 経口 ロキソニン，ロルフェナミン　など
フルルビプロフェンアキセチル 静注 ロピオン
ブプレノルフィン 貼付 ノルスパン

静注 レペタン，ザルバン
経直腸 レペタン坐薬
経口 トラマール
静注 トラマール

塩酸ペンタゾシン 経口 ソセゴン，ペンタジン，ペルタゾン
ペンタゾシン 静注 ソセゴン，トスパリール，ペンタジン
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解熱消炎鎮痛剤

オピオイド拮抗性鎮痛薬

サリチル酸系

ピラゾロン系

インドメタシン

フェニル酢酸系

アスピリン
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別名（国際一般名）
パラセタモール

作用薬-拮抗薬/
拮抗性鎮痛薬

＊分類は主に「保健薬事典　平成25年4月版」に従った。
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